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オープンセレモニー

道志村村民憲章
　私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。
この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは、
　一、自然を愛し、平和な村をつくります。
　一、生産に励み豊かな村をつくります。
　一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村
　　　をつくります。
　一、人情といたわりの心を養い、福祉の村
　　　をつくります。
　一、明るく健康で、活力ある村をつくります。

清らかな水を届ける
100 年の森

未来につなぐ

道志村と横浜市の絆

写真左から、洪福寺松原商店街振興組合　巻島功一理事長、横浜
市会　梶村充議長、横浜市　渡辺巧

かつのり

教副市長、長田富也村長、
山梨県総務部　塚原稔理事、道志村議会　出羽和平議長
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水
カ
フ
ェ
ど
う
し
で
は
、

横
浜
市
の
み
な
さ
ん
に

水
源
地
道
志
村
の
魅
力
を
伝

え
、
特
産
品
の
販
路
拡
大
・
観

光
案
内
や
地
域
間
交
流
・
田
舎

暮
ら
し
の
紹
介
な
ど
の
情
報
発

信
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
き
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
行
っ

た
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
塚
原
総

務
部
理
事
（
山
梨
県
知
事
代

理
）、
渡
辺
横
浜
市
副
市
長
、

横
浜
市
会
議
員
、
道
志
村
議
会

議
員
の
方
々
な
ど
を
お
招
き

し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
長
田
村
長

か
ら
「
道
志
村
の
情
報
発
信
拠

点
と
し
て
、
様
々
な
情
報
の
発

信
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
や

企
業
の
方
の
交
流
の
場
と
し
て

活
用
し
て
も
ら
い
、
横
浜
市
民

に
親
し
ま
れ
る
施
設
に
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
村

関
係
者
よ
り
来
店
者
に
、
は

ま
っ
子
ど
う
し
と
酒
ま
ん
じ
ゅ

う
が
手
渡
し
で
ふ
る
ま
わ
れ
、

後
日
「
お
い
し
か
っ
た
」
な
ど

ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

道
志
村
の
情
報
発
信
拠
点
で

す
の
で
、
村
民
の
み
な
さ
ん
も

集
客
や
告
知
、
製
品
の
マ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
幅
広
く
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
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水
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し

店内の様子

 施設概要

施 設：店舗（鉄骨３階建１階部分賃貸）

店舗面積：65.5㎡
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 建設工事      
工事
番号 工事名 落札者 落札金額 予定価格 工期 指名業者

18 上中山地区鳥獣害防除施設設置工事 ㈲平賀興業 2,450,000 円 2,480,000 円 平成 28 年 10 月 8日～　　　
　平成 29 年 1月 23 日

長田産業㈱、㈲池谷工務店、㈲平
賀興業、㈲七里緑化、㈲坂本建設

19 長沢橋耐震補強補修工事 ㈲渡辺工務所 21,900,000 円 22,210,000 円 平成 28 年 10 月 8日～
　平成 29 年 3月 17 日

㈱佐藤工業所、渡建工業㈱、志村
工業㈱、㈲渡辺工務所

 業務委託      
委託
番号 委託名 落札者 落札金額 予定価格 委託期間 指名業者

53 道志村簡易水道変更認可申請業務委託 新日本設計㈱ 8,300,000 円 8,920,000 円 平成 28 年 10 月 8日～
　平成 29 年 3月 17 日

新日本設計㈱、㈱三水コンサルタ
ント、㈱東洋設計事務所、オリジ
ナル設計㈱、日本水工設計㈱

56
道志地区都市再生整
備計画事業事後評価
支援業務委託

㈱ブレーンズ 2,600,000 円 2,850,000 円 平成 28 年 10 月 8日～
　平成 29 年 3月 10 日

大日本コンサルタント㈱、昭和㈱、
㈱サンワコン、㈱エイト日本技術
開発、㈱ブレーンズ

入　札　結　果 公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する
法律第8条第1項に基づき入札結果を公表します。

問い合わせ　総務課☎ 52-2111

　

平
成
28
年
10
月
１
日
東
和
出
村

地
区
の
諏
訪
本
浩
司
さ
ん
が
教
育

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
４
年
で
す
。

　

ま
た
、
池
谷
幸
昌
委
員
及
び
杉

本
源
子
委
員
に
つ
き
ま
し
て
も
、

10
月
１
日
に
再
任
と
し
て
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
そ
れ
ぞ
れ
２

年
及
び
１
年
で
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
教
育
長
と
４

人
の
委
員
で
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
の
教
育
行
政
の
発
展
の

た
め
ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

教
育
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
28
年
９
月
16
日
の
道
志

村
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
の
改
選
が

あ
り
、
出
羽
公
昭
氏
、
平
賀
一

彦
氏
、
山
口
米
一
氏
、
杉
本
正

人
氏
が
任
期
満
了
に
よ
り
退
任

さ
れ
、
次
の
方
々
が
新
た
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
：
平
成
28
年
10
月
25
日

　
　
　
〜
平
成
32
年
10
月
24
日

〇
選
挙
管
理
委
員

委
員
長　

水
越　

昌
義
（
上
白
井
平
）

職
務
代
理
者　

出
羽　

幸
男
（
大
渡
）

委

員　

佐
藤　

喜
章
（
谷
相
）

委

員　

菅
谷　

忠
宗
（
東
和
出
村
）

〇
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
　
　
　

佐
藤　

喜
德
（
大
室
指
）

　
　
　
　

佐
藤　

正
明
（
馬
場
）

　
　
　
　

山
口　

幸
男
（
東
神
地
）

　
　
　
　

長
田　

正
雄
（
板
橋
）

道
志
村
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
が

改
選
さ
れ
ま
し
た

献血のご協力ありがとうございました
　10 月 14 日（金）に集団献血を午前は役
場前、午後は道の駅どうしにて実施しました。
76 名の方が受付し、内 66 名の方が献血に
ご協力くださいました。将来にわたる血液の
安定的な確保が重要課題となっている中で、
多くの方のご協力に感謝いたします。

諏訪本　浩司さん
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　平成 27 年度の一般会計と特別会計（7会計）の決算が９月の議会定例会において承認されました。　

　村民の皆さんが納めている税金（村税）や国・県からの支出金、村債（借金）などが私たちの暮ら

しにどのように使われたかを理解していただくため、決算について説明します。

　平成 27 年度の一般会計歳入総額は 2,622,100 千円で、歳出総額は 2,463,656 千円でした。また、

特別会計を含む全会計の歳入総額は 3,547,933 千円で、歳出総額 3,354,564 千円となりました。

　歳入総額から歳出総額を差し引いた形式収支は 193,369 千円となりましたが、この内 10,708 千円は

平成 28年度で行う事業の財源となるため、これを除いた 182,661 千円が実質的な黒字額となります。

　村では昨年度から道志村学校施設整備事業として、道志小中学校改築工事に着手しており、児童生徒

の安全でよりよい学習環境の確保を図るとともに、台風などの豪雨や地震などの災害に備えた避難所の

整備、地域活性化を目的としプレミアム付き商品券発行事業など様々な施策に取り組んできました。

　今後においても事業の成果の検証、施策の優先度を精査し、重点施策への重点的な財源の配分、効

率的な事業の実施を図り、引き続き財政の健全化に努めていきます。

会 計 名 歳 入 総 額 歳 出 総 額 形 式 収 支 翌年度繰越財源 実 質 収 支
Ａ Ｂ Ｃ（Ａ－Ｂ） Ｄ Ｅ（Ｃ－Ｄ）

一   般   会   計 2,622,100 2,463,656 158,444 10,708 147,736
特   別   会   計 925,833 890,908 34,925 0 34,925
国民健康保険 350,876 331,187 19,689 0 19,689
国 保 診 療 所 113,444 113,444 0 0 0
簡 易 水 道 109,966 109,766 200 0 200
介 護 保 険 205,782 190,846 14,936 0 14,936
介護サービス 1,356 1,356 0 0 0
浄 化 槽 102,073 101,973 100 0 100
後期高齢者医療 42,336 42,336 0 0 0
合　　　計 3,547,933 3,354,564 193,369 10,708 182,661

平成 27年度　決算総括表 （単位 : 千円）

平成 27年度　        決　算　公　表
  一般会計

歳 入  　2,622,100 千円（増減率 11.8％）
歳 出 　 2,463,656 千円（増減率 11.3％）
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区　 　　分
平成 27年度 平成 26年度

増減額 増減率
決算額 構成比 決算額 構成比

村 税 204,183 7.8% 207,771 8.9% △ 3,588 △ 1.7%
使 用 料 等 48,032 1.8% 48,330 2.1% △ 298 △ 0.6%
寄 付 金 等 151,228 5.8% 178,031 7.6% △ 26,803 △ 15.1%
繰 越 金 131,744 5.0% 90,435 3.9% 41,309 45.7%
諸 収 入 11,874 0.4% 16,514 0.7% △ 4,640 △ 28.1%
譲 与 税 等 52,013 2.0% 38,020 1.6% 13,993 36.8%
地方交付税 1,043,865 39.8% 980,379 41.8% 63,486 6.5%
国庫支出金 365,639 13.9% 256,705 10.9% 108,934 42.4%
村 債 613,522 23.4% 528,199 22.5% 85,323 16.2%
歳 入 合 計 2,622,100 100.0% 2,344,384 100.0% 277,716 11.8%

区　　　　分
平成 27年度 平成 26年度

増減額 増減率
決算額 構成比 決算額 構成比

議 会 費 44,229 1.8% 42,737 1.9% 1,492 3.5%
総 務 費 325,869 13.2% 329,586 14.9% △ 3,717 △ 1.1%
民 生 費 231,250 9.4% 257,593 11.6% △ 26,343 △ 10.2%
衛 生 費 103,939 4.2% 104,872 4.7% △ 933 △ 0.9%
農林水産業費 154,882 6.3% 205,749 9.3% △ 50,867 △ 24.7%
商 工 費 108,021 4.4% 86,775 3.9% 21,246 24.5%
土 木 費 213,834 8.7% 161,004 7.3% 52,830 32.8%
消 防 費 107,479 4.4% 346,153 15.6% △238,674 △ 69%
教 育 費 750,296 30.5% 386,753 17.5% 363,543 94.0%
災害復旧費 28,088 1.1% 3,106 0.1% 24,982 804.3%
公 債 費 277,310 11.3% 274,369 12.4% 2,941 1.1%
諸 支 出 金 118,459 4.8% 13,943 0.6% 104,516 749.6%
歳  出  合  計 2,463,656 100.0% 2,212,640 100.0% 251,016 11.3%

一般会計歳入状況

一般会計目的別歳出状況

（単位：千円）

（単位：千円）

人口 1,777 人　（H28.4.1 現在）

１人あたり合計 1,386,413 円

村民１人あたりの
目的別歳出内訳

平成 27 年度　        決　算　公　表道志村の家計簿

歳 入 一般会計歳入合計
2,622,100 千円

歳 出 一般会計歳出合計
2,463,656 千円

諸収入

繰越金
寄付金等

村税
譲与税等

国庫支出金

村債

地方交付税

使用料等

依存財源
79.1％

自主財源
20.9％

議会費

総務費

民生費

衛生費
農林水産業費
商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

自
主
財
源

依
存
財
源

議 会 費 24,889 円 土 木 費 120,334 円
総 務 費 183,381 円 消 防 費 60,483 円
民 生 費 130,135 円 教 育 費 422,226 円
衛 生 費 58,491 円 災 害 復 旧 費 15,806 円
農林水産業費 87,159 円 公 債 費 156,055 円
商 工 費 60,788 円 諸 支 出 金 66,662 円

合　　　計 1,386,413 円
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主要な事業について
区分 事業名 決算額 事業内容

議会費 どうし議会だより発行事業 902 年間４回発行。

総務費

街路灯管理事業 14,701 指定避難所・避難路にソーラー LED街路灯を 38 基整備。

プレミアム付き商品券・子育
て支援券発行事業 5,686 村内登録店舗で使用可能な 30％のプレミアム付き商品券の販売及び

18 歳以下の子ども 1人あたり 4,000 円の商品券の配布。

総合計画・人口ビジョン・総
合戦略策定事業 9,451 「道志村総合計画 2016 ～ 2025」「道志村人口ビジョン」「道志村まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定。

公共交通対策事業 9,528 運行補助金による路線バスの維持。（路線 5系統）

民生費

結婚相談事業 1,100 婚活イベント 2回、見学ツアー 1回の開催

にっこりコール事業 1,246 情報告知端末を利用した高齢者等への呼びかけ「にっこりコール」の
運営

介護慰労金支給事業 840 要介護４以上の高齢者を介護している家族への慰労金支給（10,000
円／月額）※平成 28 年度からは 20,000 円／月額

衛生費

いきいき健康村どうし健診事
業 6,414 生活習慣病の予防、疾病の早期発見・早期治療を目的として基本健診・

ガン検診を実施。

人間ドック助成事業 333 20 歳～ 74 歳の事業主健診対象者以外の村民を対象に人間ドック受診
費用の一部を助成

予防接種事業 3,663 全村民を対象に季節性予防接種費用の一部を助成

一般廃棄物処理事業 47,423 粗大ごみ運搬・処理委託、し尿・汚泥を除く一般廃棄物運搬・処理委
託等

農林水
産業費

農村地域防災減災事業（県営
事業） 27,520

【工事】中神地擁壁、道坂用水路、防火水槽（釜之前、東神地、水之元）
【委託】土砂崩落防止施設（板橋・大久保・湯本・川村・戸渡）、堰口
用水路、中島用水路、大栗橋地質調査・耐震設計

農業基盤整備促進事業 8,430 岩瀬用水路改修工事、農道白井平線舗装工事、川原畑用水路改修工事

景観間伐促進事業 2,760 国道沿線等の手入れが行き届いていない樹林の間伐（月夜野・椿・小
善地・和出村）

商工費

観光施設等整備事業 54,468
善之木ポケットパーク整備工事、久保ポケットパーク測量設計、道志
の湯露天風呂改修工事、道志の湯ろ過機設置工事、道の駅どうし駐車
場増設工事等（H28 年度へ繰越）

R413フェスティバル運営事業 2,300 道の駅どうしを会場として、10 月 31 日、11 月 1日の 2日間開催

地域活性化・地域住民生活等
緊急支援交付金事業 5,550

道志村観光プロモーションDVD製作、道志村観光パンフレット（ポ
ケットサイズ）の製作、特産品メニュー開発（レシピブックの作成・
配布）

土木費

橋梁長寿命化修繕事業 25,445 白井橋耐震補強補修工事、長沢橋耐震補強補修詳細設計業務委託

村道改良事業 49,455 村道釜之前～野竹沢線付替工事、村道七滝線改良工事、村道大室指線
改良工事、田代残土埋立地整備工事

村営住宅管理運営事業 4,713 村営住宅（池之原団地、谷相住宅、若者定住促進住宅）の管理運営

消防費
防災施設整備事業 11,566 大渡地区に備蓄倉庫兼一時避難施設を整備

防災行政無線管理事業 7,610 防災行政無線の維持管理、難聴地区への子局設置工事（大指地区）

教育費

道志村スクールバス委託事業 42,813 富士急山梨バス㈱にスクールバスを委託（小学校 3両、中学校 2両）

高等学校等就学に対する助成
事業 5,280 村内に住所がある高校生を扶養する世帯に対し、高等学校等への就学

に係る費用の一部を助成（高校生 1名につき 10,000 円／月額

道志村学校施設整備事業 580,468 小中学校校舎建築第１期工事（中学校部分）、既存中学校校舎解体工
事

災害
復旧費 災害復旧事業 28,088 災害復旧事業測量設計及び工事（農道大栗小善地線、林道西沢線、村

道間沢線、村道久保秋山線）

公債費 起債償還金等 277,310 元金：251,615 千円、利子：25,695 千円

諸支出金 基金積立金 118,459 財政調整基金 100,074 千円、その他基金 18,385 千円

（単位 : 千円）



区分 資金不足額 資金不足比率
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 － －
浄 化 槽 事 業 特 別 会 計 － －

　　　　　　公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規
模と比較して指標化し、経営状況の深刻度を示す比率です。
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平成 26 年度末
現在高

平成 27 年度中
借入額

平成 27 年度
償還額

平成 27 年度末
現在高

一 般 会 計 3,038,598 613,522 251,615 3,400,505
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 115,088 2,000 13,145 103,943
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 312,649 60,600 15,637 357,612
浄 化 槽 事 業 特 別 会 計 424,790 22,500 11,746 435,544

合　　　計 3,891,125 698,622 292,143 4,297,604

起　債　区　分 金　額
道 志 村 財 政 調 整 基 金 528,138
村 債 管 理 基 金 132,844
そ の 他 特 定 目 的 基 金 1,103,269
道志村国民健康保険財政調整基金 7
道 志 村 介 護 保 険 基 金 21,681

合　　　計 1,785,939

平成 27 年度末現在高 1,785,939
平成 26 年度末現在高 1,667,528
差引計【27－ 26】 118,411

地方債現在高の状況

基金現在高の状況（平成 27年度末現在）

～平成 27年度決算に基づく健全化判断比率等の状況～

区分 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
23 年 度 決 算 － － 5.7 －
24 年 度 決 算 － － 5.3 －
25 年 度 決 算 － － 5.5 －
26 年 度 決 算 － － 5.9 －
27 年 度 決 算 － － 6.1 －

用 語 の 説 明

福祉、教育、村づく
り等を行う一般会計
等（診療所特別会計
を含む）の赤字の大
きさを、標準財政規
模に対する割合で表
したものです。

すべての会計に生じ
ている赤字の大きさ
を、標準財政規模に
対する割合で表した
ものです。

毎年度経常的に収入される
財源のうち、実質的な公債費
相当額（普通交付税措置分を
除く）に充当されたものの占
める割合の前 3 年度の平均
値を指標化し、資金繰りの危
険度を示す比率です。

借入金や将来支払って
いく可能性のある負担
等の現時点での残高の
程度を指標化し、将来
財政を圧迫する可能性
が高いかどうかを示す
指標です。

平成 25 年度 5.87554
平成 26 年度 6.28000
平成 27 年度 6.32996

○健全化判断比率の状況 （以下単位：％）

○公営企業に係る資金不足比率の状況 ○実質公債費比率（単年度の比率）

※－は０％以下のため数値として算出されません。

実質赤字比率・連結実質赤字比率・実質公債費比率・将来負担比率の健全化判断比率４指標と公営企業の資金不足比
率について毎年公表し、指標が基準以上となれば「早期健全化団体」・「再生団体」・「経営健全化団体」として、財政
健全化計画等を策定し、早期に財政の健全化や再生を図ることを義務付けた法律です。

○財政健全化法とは・・・？

（以上単位 : 千円）

用語の説明
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歳
入
の
７
・
８
％
を
占
め
る
主
要
な
自

主
財
源
で
あ
る
村
税
に
つ
い
て
収
入
状

況
を
見
る
と
、
村
税
全
体
の
調
定
額
は

２
１
３
，３
２
７
千
円
で
対
前
年
度
比
１
・

７
％
の
減
少
で
あ
っ
た
。
収
納
率
は
95
・

７
％
と
対
前
年
度
比
は
ほ
ぼ
同
率
で
推
移

し
て
い
る
。
村
民
税
に
つ
い
て
は
、
退
職

分
離
課
税
対
象
者
増
に
よ
り
、
前
年
度
比

１
・
９
％
の
増
収
と
な
っ
た
。
固
定
資
産

税
に
お
い
て
は
、
前
年
度
比
３
・
９
％
減

少
で
あ
り
、
土
地
価
格
の
下
落
、
新
築
家

屋
や
別
荘
建
築
の
件
数
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
軽
自
動
車

税
は
、
需
要
拡
大
に
よ
り
賦
課
台
数
が
増

加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
１
・
２
％
増
、
村

た
ば
こ
税
は
、
喫
煙
者
が
減
少
し
て
い
る

傾
向
が
影
響
し
、
前
年
比
７
・
５
％
減
、

入
湯
税
は
、
道
志
の
湯
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
に
よ
り
３
か
月
の
臨
時
休
業
で

あ
っ
た
た
め
、
11
・
４
％
の
減
収
に
つ
な

が
っ
た
。

　

村
税
の
収
納
状
況
に
つ
い
て
は
、
前
年

と
同
率
で
は
あ
る
が
、
今
後
も
税
の
公
平

性
を
期
す
と
と
も
に
、
収
納
率
向
上
の
た

め
積
極
的
な
努
力
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

財
政
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
の
状
況
に
お
け
る
各
指
標
（
実
質
赤

字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字
比
率
・
実
質
公

債
費
比
率
・
将
来
負
担
比
率
）
の
数
値
は

健
全
に
推
移
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。
実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
差
０
・
２
％
増
加
、
平
成
25
年
度
か

ら
は
０
・
６
％
増
加
し
て
い
る
が
、
目
安

と
な
る
早
期
健
全
化
基
準
25
・
00
％
と
比

較
す
る
と
、
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
良
好
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
実
質
公
債
比
率
は
３
ヶ
年
の
平
均

値
を
用
い
る
の
で
、
学
校
建
設
等
の
起
債

の
償
還
が
始
ま
る
近
い
将
来
に
お
い
て
は

指
数
の
上
昇
が
考
え
ら
れ
る
。
早
期
健
全

化
基
準
値
に
至
ら
ぬ
よ
う
財
政
健
全
化
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
に
お
け
る
歳
出

の
状
況
を
見
る
と
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
に
基
づ
く
各
事
業
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・

総
合
戦
略
の
策
定
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
・
子
育
て
支
援
券
の
発
行
、
観
光
促

進
事
業
、
子
育
て
支
援
事
業
等
の
魅
力
あ

る
村
づ
く
り
の
始
動
に
向
け
た
取
り
組
み

で
あ
る
。
ま
た
、
総
合
計
画
と
の
整
合
性

も
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
住

民
の
意
向
に
沿
っ
た
事
業
が
実
施
さ
れ
て

い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

目
的
別
歳
出
状
況
か
ら
支
出
の
変
動

有
効
性
の
観
点
で
事
務
が
執
行
さ
れ

て
い
る
か
を
主
眼
と
し
て
検
査
照
合

し
た
。

審
査
結
果

　

予
算
の
管
理
状
況
、
執
行
状
況
に

つ
い
て
は
、
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
認
め
た
が
、
そ
の
内
容
並

び
に
こ
れ
ら
に
対
す
る
審
査
意
見
は
、

次
の
記
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

　【
一
般
会
計
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入

の
状
況
は
、
２
，
６
２
２
，
１
０
０
千

円
で
前
年
度
決
算
額
２
，
３
４
４
，

３
８
４
千
円
に
対
し
11
・
８
％
の
増
と

な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
に
お
け
る
自
主
財
源
の
占
め
る
割

合
は
20
・
９
％
で
、
依
存
財
源
が
79
・
１
％

と
な
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
自
主
財
源

の
低
い
財
政
状
況
下
に
あ
る
。

　

地
方
自
治
法
第
２
３
３
条
２
項
の

規
定
に
基
づ
き
平
成
27
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
の
決
算
状
況
を
審
査

し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
意
見
書
を

提
出
し
ま
す
。

道
志
村
監
査
委
員
　
佐
藤
　
久
重

同
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
博
康

審
査
の
実
施
期
間

　

平
成
28
年
8
月
3
日
か
ら
8
月
10

日
ま
で
の
5
日
間

審
査
の
方
法

　

村
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
27
年
度

歳
入
歳
出
決
算
書
、
平
成
27
年
度
決

算
状
況
及
び
主
要
な
施
策
の
成
果
を

も
と
に
、
財
務
に
関
す
る
事
務
及
び

こ
れ
に
関
連
す
る
事
務
の
執
行
に
つ

い
て
、
書
類
審
査
と
関
係
職
員
か
ら

の
説
明
聴
取
を
実
施
し
た
。
関
係
法

令
等
に
準
拠
し
、
経
済
性
や
効
率
性
、

決 

算 

審 

査 

意 

見 

書
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更
な
る
努
力
を
求
め
る
。

　【
特
別
会
計
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

特
別
会
計
の
決
算
状
況
は
、
歳
入

９
２
５
，８
３
３
千
円
で
対
前
年
度
比
４
・

０
％
の
増
加
、
歳
出
８
９
０
，
９
０
８
千

円
で
対
前
年
度
比
０
・
４
％
の
増
加
と

な
っ
て
い
る
。
各
会
計
に
お
い
て
実
質
収

支
が
赤
字
決
算
と
な
る
会
計
は
な
い
。

　

な
お
、
次
の
会
計
に
お
い
て
は
、
以
下

の
記
述
の
と
お
り
一
層
努
力
さ
れ
た
い
。

　「
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
」

　

国
民
健
康
保
険
料
の
未
収
入
額
は
７
，

８
５
９
千
円
で
あ
り
、
対
前
年
度
比
19
・

４
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
国
保
料
負
担
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
、
滞
納
者
数
の
抑
制
、
未
収
入

額
の
縮
減
に
向
け
て
引
き
続
き
努
力
さ

れ
、併
せ
て
医
療
費
の
削
減
の
た
め
に
も
、

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
受
診
率
の

向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　「
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
」

　

簡
易
水
道
使
用
料
の
未
収
入
額
は
１
，

０
３
３
千
円
で
あ
り
、前
年
度
比
23
・
０
％

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

に
つ
い
て
分
析
す
る
と
、
対
前
年
度

比
で
商
工
費
24
・
５
％
、
土
木
費
32
・

８
％
、
教
育
費
94
・
０
％
、
災
害
復
旧
費

８
０
４
・
３
％
の
増
加
、
農
林
水
産
業
費

24
・
７
％
、
消
防
費
69
・
０
％
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
。

　

増
加
の
要
因
に
つ
い
て
は
、商
工
費
は
、

善
之
木
地
区
及
び
久
保
地
区
の
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
整
備
、
道
の
駅
ど
う
し
芝
生
広
場

整
備
の
設
計
、
道
志
の
湯
露
天
風
呂
改
修

等
の
観
光
施
設
整
備
、
土
木
費
は
、
既
存

村
道
の
改
良
や
橋
梁
定
期
点
検
、
教
育
費

は
、
道
志
小
中
学
校
校
舎
建
築
、
唐
沢
体

育
館
耐
震
補
強
工
事
、
災
害
復
旧
費
は
、

村
道
間
沢
線
、
村
道
久
保
秋
山
線
、
林
道

西
沢
線
、
農
道
大
栗
小
善
地
線
の
災
害
復

旧
工
事
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
減
少
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
農

林
水
産
業
費
は
、
農
村
地
域
防
災
減
災
事

業
が
一
昨
年
に
比
べ
減
少
し
た
こ
と
、
消

防
費
は
、
高
規
格
救
急
自
動
車
や
耐
震
性

貯
水
槽
等
の
大
型
消
防
施
設
の
整
備
が
完

了
し
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
の
予
算
配
分
に
つ
い
て
は
、
社
会

情
勢
を
反
映
し
つ
つ
、
住
民
の
意
向
に
配

慮
し
、
事
業
の
必
要
性
や
効
率
性
、
優
先

順
位
に
つ
い
て
的
確
な
選
択
を
行
い
、
事

務
事
業
の
円
滑
な
実
施
が
な
さ
れ
る
よ
う

　

水
道
使
用
料
は
、
公
共
料
金
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
他
の
税
目
と
同
じ
く
、
厳
正
な

料
金
徴
収
が
求
め
ら
れ
る
。
使
用
者
相
互

の
負
担
の
公
平
の
確
保
及
び
水
道
事
業
の

安
定
し
た
運
営
を
図
る
た
め
に
も
、
滞
納

者
に
対
し
理
解
を
求
め
な
が
ら
、
よ
り
厳

正
な
料
金
徴
収
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　「
介
護
保
険
特
別
会
計
」

　

介
護
保
険
料
の
未
収
入
額
は
４
６
３
千

円
で
あ
り
、
前
年
度
比
51
・
９
％
の
減
少

と
な
っ
て
い
る
が
、
不
納
欠
損
に
よ
る
も

の
が
大
き
い
。
今
後
と
も
、
保
険
料
負
担

の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
滞
納
者
の
増
加

抑
制
、
未
収
入
額
の
縮
減
に
向
け
努
力
さ

れ
た
い
。

　「
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
」

　

浄
化
槽
使
用
料
の
未
収
入
額
は

８
３
８
千
円
で
あ
り
、前
年
度
比
41
・
３
％

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　

浄
化
槽
使
用
料
は
、
公
共
料
金
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
他
の
税
目
と
同
じ
く
、
厳
正

な
料
金
徴
収
が
求
め
ら
れ
る
。
使
用
者
相

互
の
負
担
の
公
平
の
確
保
及
び
浄
化
槽
事

業
の
安
定
し
た
運
営
を
図
る
た
め
に
も
、

滞
納
者
に
対
し
理
解
を
求
め
な
が
ら
、
よ

り
厳
正
な
料
金
徴
収
に
努
め
ら
れ
た
い
。

総
　
括

　

国
の
財
政
赤
字
は
依
然
と
し
て
続

い
て
お
り
、
普
通
国
債
残
高
は
年
々
増

加
し
、
今
年
度
末
で
８
３
０
兆
円
を

上
回
る
見
込
み
で
あ
る
。
消
費
税
の

引
き
上
げ
等
に
伴
う
、
税
収
拡
大
な

ど
を
ね
ら
っ
た
財
政
再
建
を
図
っ
て

い
る
が
、
急
激
に
進
む
少
子
高
齢
化

か
ら
社
会
保
障
費
の
増
大
は
著
し
く
、

抜
本
的
な
改
革
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

  

本
村
に
お
い
て
も
状
況
は
同
様
で
あ

り
、
課
題
解
決
に
向
け
て
努
力
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
地
方
社

会
の
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
が
本

格
化
し
、
地
方
の
自
立
性
や
多
様
性

が
求
め
ら
れ
る
中
、
職
員
へ
の
負
担

は
増
大
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
職

員
一
人
ひ
と
り
の
役
割
と
責
任
は
大

き
い
。
様
々
な
施
策
へ
の
実
行
に
応

え
る
た
め
に
は
、
健
全
化
判
断
比
率

に
お
け
る
指
標
の
推
移
を
見
な
が
ら

の
堅
実
な
財
政
運
営
が
必
要
で
あ
り
、

適
正
な
事
務
遂
行
と
予
算
管
理
が
求

め
ら
れ
る
。
ま
た
同
時
に
、
村
の
活

性
化
の
た
め
、
全
て
の
事
業
に
お
い

て
財
源
の
確
保
に
対
し
て
努
力
を
惜

し
ま
な
い
こ
と
を
望
む
。
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　少子化や転出超の影響により人口減少が続いている道志村を存続するため、村では今後移住者を積
極的に受けて入れていきます。
　次の方々が移住ガイドとして、専門に移住希望者からの相談、移住相談会などへ参加し、村と情報
共有・協力しながら移住候補地としての道志村をＰＲしていきます。
　移住ガイドのみなさんは、実際に道志村が気に入り村へ移住してきた方々です。移住を検討してい
る方に経験を踏まえて案内できるので、うってつけのメンバーです。

千々輪美紀（ちぢわみき） 3 年前地域おこし協力隊のご主人
（千々輪岳史）と移住

香西恵（こうざいけい） 3年前地域おこし協力隊として移住

大野志乃（おおのしの） 2年前大野氏との結婚を機に移住

大野航輔（おおのこうすけ） 3年前地域おこし協力隊として移住

橋本政博（はしもとまさひろ） 9年前村を気に入り移住

過疎化が進み、仕事や便利な生活を求め村
から出ていく人が多い中、移住者の獲得を
行うことは簡単でないと思っています。し
かし、このプロジェクトを通して移住に関
しての現在の問題や将来の計画など、村役
場はじめ皆さんと話し合い、村をいい方向
にしていける時、移住者もおのずと付いて
くると思います。道志村が「選ばれる村」
になるようスタッフ一同がんばります。

移住者を積極的に受け入れていきます

　村民のみなさんも「道志村に住みたいって人がいるんだけど……」「空き家があって誰かに貸して
もいい……」など、移住につながる情報がありましたら下記の問い合わせ先までご連絡ください。
●道志村移住ガイドセンター「Ｄ

ド ゥ

ｏ・Ｓ
シ フ ト

ｈｉｆｔ！」道志村 6889-2（農産物直売所ＭＡＴＯＢＡとなり）
　株式会社リトル・トリー代表大野航輔　☎ 56-9676
●役場ふるさと創生推進室　☎ 52-2114

　平素は青年団活動について格別のご理解、ご協力を賜り感謝に
たえません。
  さて、先般本団主催の「納涼盆踊り花火大会」には村民の皆様
から多額のご寄付を賜りまことにありがとうございました。おか
げさまをもちまして無事終えることができ、団員一同心よりお礼
申し上げます。これからも村の発展と活性化の為、様々な行事の
運営、参加に務めたいと思いますのでよろしくお願い致します。

青年団活動にご理解とご協力ありがとうございました

花火代 1,000,000
抽選会景品代 350,000
各種団体への謝礼金 90,000
機材・車借上・電気工事代　等 50,000
販売品等 230,000
うちわ・タオル等 130,000
諸経費 5,000
合　計 1,855,000

寄付金件数 389 件

収支決算額    
　1,855,000　　－　　1,855,000　　＝　　0
   　（収入） 　　　 （支出）      　  （繰越）

支
　
出

収
　
入

左から

村補助金・助成金 650,000
寄付金 1,205,000
合　計 1,855,000
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くらしの情報　〈村から〉

「第 68 回人権週間」のお知らせ 住民健康課

☎ 52-2113

　12 月 10 日は「人権デー」です。この「人権デー」は、昭和 23 年の国際連合総会において世
界人権宣言が採択されたことを記念して設けられた日で、今年はそれから 68 年目となります。
甲府地方法務局及び山梨県人権擁護委員連合会、各市町村では、本年も 12月 4日（日）から 10日（土）
までの 1週間を「第 68回人権週間」として、地域の皆様に人権の尊重を呼びかけていきます。
「世界人権宣言」の意義を考え、お互いの人権を尊重して明るい社会をつくりましょう。小さなこと
でも一人一人ができることから始めれば、お互いの人権を守ることにつながります。

「特設人権相談所」
　日　時：12月 5日（月）10時から 12 時まで　　場　所：やまゆりセンター１階会議室

認知症映画「徘徊～ママリン 87 歳の夏～」を上映します 住民健康課

☎ 52-2113

認知症を少しでも理解しお互いに住みやすい環境を作ることを目的とした
認知症映画の上映会があります。認知症を発症した高齢の母と介護する娘の
ドキュメンタリー映画です。高齢の老親の介護や老老介護、独居老人対策は
大きな社会問題であり、この上映会を通じて、誰もが独立した一個人として
尊厳ある「生」をまっとうするために、安心した老後生活を考えるきっかけ
としたいと思います。是非、この機会にご覧ください。
日　時　　11月 6日（日）　1回目 14：00 開映　　2回目 17：00 開映
場　所　　ふじさんホール（富士吉田市民会館　富士吉田市緑ヶ丘 2-5-23）
入場料　　500 円（学生は無料）
主　催　　公益社団法人　認知症の人と家族の会　　山梨県支部富士北麓地域　はまなしの会
後　援　　富士吉田市、道志村、西桂町、忍野村、山中湖村、鳴沢村、富士河口湖町

母娘のズレまくりの
掛け合いに思わず大
爆笑

女性をめぐる様々な人権問題の解決のために　　
　11月 14 日（月）から 20日（日）までの
7日間は、全国一斉「女性の人権ホットライ
ン」強化週間です。
実施機関　甲府地方法務局職員及び
　　　　　山梨県人権擁護委員連合会
期　　間　11月 14日（月）～ 20日（日）
時　　間　8時 30分から 19時まで
　　　　　　（土・日曜日は 10時から 17時まで）

電　　話　0570-070-810
　　　　　（全国共通人権相談ダイヤル）

　人権問題でお困りの方は、お気軽に最寄りの
法務局又は人権擁護委員にご相談ください。
　相談は無料で、秘密は厳守します。 
・0570-003-110（みんなの人権 110 番）
・0120-007-110（子どもの人権 110 番）
・055-252-7239（甲府地方法務局人権擁護課）
・0554-22-0799（甲府地方法務局大月支局）
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11 月粗大ゴミの収集について 産業振興課

☎ 52-2114

平成 28 年分　年末調整等説明会の開催 総　務　課

☎ 52-2111

くらしの情報　〈村から〉

　次の場所で粗大ゴミの収集を実施するので、ご利用ください。
　当日は収集場所に回収業者がいますので、直接渡してください。
  ※収集日と収集時間をきちんと守って、利用してください。

　大月税務署及び市町村では、年末調整のしかた及び法廷調書・給与支払い報告書の作成と提出方法
などの事務を円滑に行って頂くため、説明会を開催いたします。
　※「年末調整のしかた」などを用いて説明しますので、関係書類等をご持参ください。
日　　時　11月 9日（水）　用紙配布・・13時～ 13時 30分　　説明会・・13時 30分～ 16時
場　　所　都留市文化ホール（うぐいすホール）小ホール
対象地域　都留市・西桂町・道志村
問い合わせ　大月税務署 0554-22-3151

収集場所 収集日 収集時間

善之木体育館駐車場 11 月６日（日） 午前７時から 12 時まで
やまゆりセンター国道下　大駐車場 11 月 13 日（日） 午前７時から 12 時まで
道志中学校グラウンド

11 月 20 日（日）
午前７時から 10 時まで

道志小学校駐車場 午前 10 時から 12 時まで
みなもと体験館（旧久保分校）駐車場

11 月 27 日（日）
午前７時から 10 時まで

月夜野消防団詰所 午前 10 時から 12 時まで

都市再生整備計画事後評価住民アンケートの実施について 総　務　課

☎ 52-2111

　村では、平成 19年度から国の交付金（都市再生整備計画事業）を活用し、道路や防災施設等の整
備を進めています。平成 24年度から平成 28年度の第二期では、耐震性貯水槽や無停電装置の設置、
ポケットパークの整備を行ってきました。都市再生整備計画では、交付期間の最終年度には、事業開
始時に掲げた数値目標の達成度の評価や分析等を行うこととなっております。
　次の日程により「防災体制に対する満足度」を確認するための村民ア
ンケートを実施いたしますので、回答にご協力をお願いします。

◆アンケート用紙発送時期　11月上旬（郵送）
　アンケートは全世帯に郵送されます。お手元に届きましたら、
ご記入いただき、お早めにご返送ください。
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平成 28 年度　小学校冬季休暇中の
道志村学童保育所の入所児童を募集します

住民健康課

☎ 52-2113

　村では小学校の冬休み期間に学童保育所を利用するお子さんを募集しています。つきましては、申
請期限までに必要な書類を記入のうえ、住民健康課まで提出ください。
１．学童保育とは
　小学校 1年生～ 6年生までの両親が労働等により、児童の放課後や学校休業日に保育できない保
護者に代わって集団で保育をする場所です。
２．入所対象児童及び定員
　　小学校 1年生～小学校 6年生　40名程度
３．入所基準
○就労………………家庭内外で就労していること。
○妊娠・出産等……妊娠中、出産後間がないこと。
○疾病・障害等……保護者の病気や負傷、または身体等に障害があること。
○病人の看護等……家庭内に長期にわたる病人や、身体に障害のある人がいるため、保護者がいつ

も看護に当たっていること。
〇災害復旧…………震災、風水害等の災害の復旧に当たっていること。
〇その他上記に類するような特別な状態であること。
４．入所期間　　平成 28年 12月 23日（金）～平成 29年 1月 6日（金）
５．開所場所　集いの家（馬場地区）
６．開所時間・休所日
・開所時館：8時 30分～ 18時 00分（延長保育あり）
・休所日：土・日・祝日・年末年始（12月 29日～ 1月 3日）等

７．保育料
　　月額 2,000 円（別途、おやつ代がかかります。）
８．申請期間　平成 28年 11月 1日（火）～ 11月 30日（水）
９．申請に必要な書類
　※申請書類一式は、住民健康課にてお渡しします。
10．申請場所　役場住民健康課　☎  52-2113　　　　　

くらしの情報　〈村から〉

道志村学童保育所　冬休み期間の指導員募集！！ 住民健康課

☎ 52-2113

　学童保育所では指導員を下記の通り募集しています。
資    　格　保育士・小学校教諭等の資格を持っている方や未経験者の方
就業期間　平成 28年 12月 23日（金）～平成 29年 1月 6日（金）まで働ける方
　　　　　　休所日　【土・日・祝日・年末年始 12月 29日～ 1月 3日】
就業時間　8時 00分～ 18時 00分（交代制）
賃    　金　・保育士等資格保持者…時給 920 円　・無資格者…時給 840 円
申込期限　11月 1日（火）～ 11月 30日（水） 
申込場所　役場住民健康課　☎  52-2113
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♬

“ ２８” 住民とかたる会を開催します ふ る さ と 創 生 推 進 室

☎ 52-2114

　村民のみなさんへの情報提供および住民参加型の行政推進のため、次の日程で住民とかたる会を開
催します。
　村長はじめ役場職員も出席し、これまでの取り組みやこれからの課題などが意見交換できる場です
ので、どうぞご参加ください。※昨年は延べ 123 人の方にご参加いただきました。

日時 場所 対象地域

11 月 7日（月）　19:30 ～ みなもと体験館 月夜野～大室指

11 月 8日（火）19:30 ～ 中央公民館 椿～西和出村

11 月 9日（水）19:30 ～ やまゆりセンター 谷相～上中山

11 月 10 日（木）19:30 ～ 善之木コミュニティセンター 下善之木～長又

やまなし子育て応援カードが全国で使えるようになります！ 住民健康課

☎ 52-2113

　県内の協賛店舗で割引や特典などの各種サービスを受けることができる「やまなし子育て応援カー
ド」が、全国でも使えるようになりました。各都道府県の協賛店舗やサービス内容についての詳細は、
内閣府ホームページで確認できます。毎日の暮らしがおトクになる「やまなし子育て応援カード」を、
ぜひご申請ください！
　※県外からの利用者にサービスを提供するかどうかや、サービスの内容につき
ましては、店舗ごとに異なりますので、各県のホームページ等であらかじめご確
認ください。
対象世帯　18歳未満の子ども、妊婦がいる世帯
有効期間
　子どもがいる世帯…末子が 18歳に達してから最初の 3月 31日まで有効
　妊婦がいる世帯…母子手帳交付日から翌年度末 3月 31日まで有効
申請の際に必要なもの　身分証明書（運転免許証や保険証等）、母子手帳
受付　住民健康課窓口　☎ 52-2113

このステッカーやの
ぼり旗がある店舗で
カードが使えます。

くらしの情報　〈村から〉
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くらしの情報　〈その他〉
●
11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間
で
す

 　

正
社
員
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、

雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
と
り
で
も

労
働
者
を
雇
っ
て
い
る
事
業
主
の
方
は
、

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に

加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

就
業
時
間
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者

に
対
し
て
は
労
災
保
険
が
加
入
対
象
と
な

り
、
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間

以
上
、
か
つ
、
31
日
以
上
の
雇
用
見
込
み

が
あ
る
労
働
者
は
雇
用
保
険
の
加
入
対
象

に
も
な
り
ま
す
。

労
災
保
険
の
問
い
合
わ
せ
は
…

都
留
労
働
基
準
監
督
署　

☎
０
５
５
４

－

43

－

２
１
９
５

雇
用
保
険
の
問
い
合
わ
せ
は
…

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
士
吉
田　

☎
０
５
５
５

－

23

－

８
６
０
９
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大

月　

☎
０
５
５
４

－

22

－

８
６
０
９
／
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
都
留　

☎
０
５
５
４

－

43

－

５
１
４
１

●
冬
の
Ｅ
y
e
愛
ひ
と
み
相
談
会

の
ご
案
内

　

お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を

感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら
目

に
障
が
い
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視

覚
に
課
題
が
あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導

さ
れ
て
い
る
先
生
な
ど
、
見
え
方
や
目

の
こ
と
で
お
悩
み

の
方
は
、
お
気
軽

に
御
相
談
く
だ
さ

い
。

・
日
時
お
よ
び
会
場

　

12
月
３
日
（
土
）

　

大
月
市
総
合
福

　

祉
セ
ン
タ
ー  

　
（
大
月
市
大
月
町

　

花
咲
10
番
地
）

　

12
月
４
日
（
日
）

　

山
梨
県
立
盲
学
校

　
（
甲
府
市
下
飯
田
２

－
10

－

２
）

・
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
か
ら
15
時
ま
で
。

・
１
件
に
つ
き
約
１
時
間
の
相
談
と
な
り

　

ま
す
。

・
申
し
込
み
方
法
：
開
催
週
の
木
曜
日
ま

　

で
に
、
盲
学
校
へ
電
話
で
申
し
込
み
を

　

お
願
い
し
ま
す
。
受
付
時
間
は
平
日
９

　

時
か
ら
17
時
ま
で
。

・
費
用
：
無
料

・
問
い
合
わ
せ
：
山
梨
県
立
盲
学
校

　

☎
 ０
５
５

－

２
２
６

－

３
３
６
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
５

－

２
２
６

－

３
３
６
２　

　
Ｅ
y
e
愛
ひ
と
み
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　

　

担
当　

吉
田

●
第
14
回
山
梨
の
10
士
業
に
よ
る

無
料
な
ん
で
も
合
同
相
談
会

　

山
梨
県
の
10
の
専
門
職
団
体
所
属
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
暮
ら
し
の
小
さ
な
問
題

か
ら
事
業
の
大
き
な
悩
み
ま
で
幅
広
く
相

談
に
応
じ
ま
す
。
複
雑
な
問
題
に
は
複
数

の
専
門
家
が
合
同
で
対
応
し
ま
す
。

◎
10
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

司
法
書
士
、
公
認
会
計
士
、
行
政
書
士
、

弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
弁
理
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
不
動
産
鑑
定
士
、
税

理
士
、
中
小
企
業
診
断
士

・
日
時
：
11
月
23
日
（
水
・
祝
）

・
場
所
：
甲
府
市
総
合
市
民
会
館

・
問
い
合
わ
せ
：
一
般
社
団
法
人
山
梨
県

　

中
小
企
業
診
断
士
協
会

　

☎
０
５
５

－

２
２
１

－

２
３
８
０

●
放
送
大
学
4
月
生
募
集
の
お
知

ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第
１
学
期

（
4
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大

学
で
す
。

　

心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

 　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
、
第
1
回
が
2
月
28
日
ま

で
、
第
2
回
が
3
月
20
日
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

 

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ
：
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ

　

ン
タ
ー
☎
０
５
５

－

２
５
１

－

２
２
３
８ 
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　霜月、そろそろ冬の足音が聞こえてきそうな時期になりました。例年、インフルエンザの流行も冬ととも
に到来します。必ずしも予防接種によって感染が防げるというわけではありませんが、少なくとも「かかり
ずらく」「かかっても重くなりずらい」という効果が望めます。残念ながらいわゆるハズレが多いのも事実
ではあります。しかし、接種を受けた人ひとりひとりにたとえ少しずつでも効果が出れば、全体としては大
きな効果になることも事実なのです。
　本邦ではどの市区町村でも小児と高齢者のインフルエンザ予防接種費用に対してある程度の公的補助制度
があります（金額は接種施設や市区町村によってまちまちです）。ところが我らが道志村は村民全員に公的
補助が適用される稀有な自治体です。注射は怖いとか、面倒くさいなぁとか思うかもしれませんが、みんな
で予防接種を受けて、村としてインフルエンザ君にはあまり大きな顔をさせないようにしてみませんか？

診 療 所 だ よ り
 

み
る
べ
ぇ
〜
　

地
域
お
こ
し

協
力

隊 42

（
七
瀧
佳
至
）

（
抱
井
昌
史
）

10
月
に
な
っ
て
急
に
気
温
が
低

く
な
り
、
半
袖
一
枚
で
は
過
ご
せ

な
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
の
初
旬
に
は
、
田
代
の
ワ
サ
ビ
棚

に
２
０
０
本
の
ワ
サ
ビ
の
苗
を
植
え
付
け

ま
し
た
。
ワ
サ
ビ
の

生
育
は
初
め
て
で

す
の
で
、
し
っ
か
り

と
手
入
れ
を
し
て
、

立
派
な
ワ
サ
ビ
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ど
う
も
、
七
瀧
で

す
。
10
月
に
入
っ

て
か
ら
も
雨
が
続
き
、

作
物
の
生
育
が
あ
ま
り
よ
く
な

い
様
な
気
が
し
ま
す
。

　

レ
タ
ス
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
カ
リ
フ
ラ

ワ
ー
な
ど
は
収
穫
出
来
ま
し
た
が
、
は
や

め
に
植
え
た
白
菜
は
長
雨
の
せ
い
か
全

滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
っ
と
水
は
け

の
良
い
環
境
を
作
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

６
月
末
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
食
用
菊
の

栽
培
は
、
出
荷
を
前
に

し
て
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
防
除
が
う
ま

く
出
来
ず
、
県
の
方
に
色
々
ア
ド
バ
イ
ス

を
頂
い
た
結
果
、
今
年
は
出
荷
を
せ
ず
、

村
内
で
の
試
食
程
度
に
と
ど
め
、
出
荷
は

来
年
以
降
に
持
ち
越
す
事
に
し
ま
し
た
。

９
月
の
中
旬
頃
ア
ブ
ラ
ム
シ
を
確
認

し
、
マ
ラ
ソ
ン
乳
剤
に
よ
る
防
除
を
試
み

ま
し
た
が
、
農
薬
散
布
に
慣
れ
て
い
な

か
っ
た
り
、
使
い
方
を
誤
解
し
て
い
る
所

も
あ
っ
て
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
増
加
を
防
止

す
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

来
年
以
降
は
、病
害
虫
の
初
期
発
見
と
、

適
切
な
農
業
資

材
の
活
用
で
、

商
品
と
し
て
出

荷
出
来
る
状
態

に
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま

す
。

（
鳥
澤
拡
太
）

・月始めには保険証の提出を
お願いします
・火曜日は 9:30 ～ 10:30 ご
ろまで胃カメラ検査になり
ます
・第一・第三・第五の木曜日
と土曜日は午前中のみの診
療となります
・第二・第四土曜日は休診で
す

11月の予定
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

11/1 11/2 11/3
文化の日

11/4 11/5
午前中のみ診療

11/6 11/7 11/8
午前：胃カメラ

11/9 11/10 11/11 11/12
休診

11/13 11/14 11/15
午前：胃カメラ

11/16 11/17
午前中のみ診療

11/18 11/19
午前中のみ診療

11/20 11/21 11/22
保育所検診
10:30 ～ 11:30

11/23
勤労感謝の日

11/24 11/25 11/26
休診

11/27 11/28 11/29
午前：胃カメラ

11/30

ワ
サ
ビ
の
植
え
付
け

を
し
ま
し
た
！
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道　志　村　ト　ピ　ッ　ク　ス

　10 月 2 日（日）村民グランドにおいて道志村体育
協会主催の第 55 回道志村村民体育祭りが開催されま
した。当日は、天候にも恵まれ、自由参加にもかかわ
らず競技者約 300 名が集まり、中学生による力強い
太鼓の演奏を皮切りにスタートしました。
　今年度は、従来の地区別でのチーム分けをなくし、
当日受付者に参加賞と抽選券を兼ねた 6色のリストバ
ンドを配布し、６チームに分かれ、競技を行いました。
飲食ブース、フォーレちゃんの参加、豪華景品をかけ
た抽選会など楽しいひと時を過ごすことができ、参加
者の皆様、各種協力団体の皆様のご協力で素晴らしい
体育祭りになりました。体育協会では、今後も村民の
健康づくりの促進と相互の親睦、交流を図れるような
事業を展開していきたいと思います。

　10 月 20 日、中神地の山口博康様の畑において、つ
ぼみっこくらぶと保育所の子供たちの交流を目的に合
同で楽しくサツマイモ掘りをしました。汗ばむような
晴天の中、どの子もサツマイモの蔓を探し、芋が出て
きた時の笑顔が印象的でした。芋ほりの後は、保育
所児から「焼き芋の歌」と「どんぐりコロコロ」の
歌でお礼をしました。毎年のことですが、山口夫妻
のお心遣いに感謝致します。

　第 55 回村民体育祭り

　楽しくサツマイモ堀りが出来ました！！

　山中湖村・鳴沢村・道志村の三村合同ふれあい運
動会を山中湖村老人福祉しあわせセンターにおいて
実施しました。運動教室参加者など三村で約 60 名が
参加し、障害物競争・ベンチサッカーなど 5種目の
競技を行いました。他村の参加者との交流を深める
と同時に笑いがあふれる時間を過ごしました。

　第 27 回三村合同ふれあい運動会

　10 月２日、道志村保育所運動会が開催されました。
子どもたちは元気いっぱいに練習の成果を発揮し、い
きいきと競技に取り組みました。

　道志村保育所運動会

頑張っている姿を
お父さんお母さんに
見てもらえたね！

大きなおいもがたくさん穫れました！

何色のリストバンドを

もらえたかな？

フ
ォ
ー
レ
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
！



お
誕
生
お
め
で
と
う
（
出
生
）

　
大

指　

杉
本　

晃
平
く
ん

（
届
出
人
）
杉
本　

章
平

　

大

栗　

千
田　

葉
月
ち
ゃ
ん

（
届
出
人
）
千
田　

圭
輔

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
死
亡
）

　

谷

相　

佐
藤　

宗
隆
さ
ん   　
　

78
歳

　

大

栗　

大
田　

小
百
合
さ
ん　

   

92
歳

　

中
神
地　

山
口　

忠
彦
さ
ん   　
　

61
歳

（
9
月
届
出
）

慶

弔
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わが家のアイドル
大
野
　
的ま
と

く
ん
（
西
和
出
村
）

　

平
成
27
年
10
月
27
日
生

　

父　

航
輔
さ
ん　

母　

志
乃
さ
ん

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
が
、

ボ
ク
の
い
い
と
こ
ろ
！

学校だより　 道志小学校

道志水源林取得 100 年　合同記念植樹

　9 月 28 日（水）、道志水源林取得 100 年を記念した合同植樹

活動が行われました。道志村の小学校と横浜市の小学校の児童

が協力して、道志の山に 480 本の木の苗を植えました。横浜市

からは、万騎が原小学校の４・５年生の児童が参加し、一緒にゲー

ムをしたり、お弁当を食べたりして、交流を深めました。みん

なで協力して植えた木の苗が、大きく育つことを願っています。

５年生横浜訪問

  10 月 6 日、7 日の 2 日間、5 年生が横浜市の招待

で親善訪問団として、横浜市を訪れました。万騎が原

小学校訪問では、9 月に道志小学校での交流会で仲良

くなった友達に再会することができ、給食を食べたり

しながら交流を深めました。また、新しくなった川井

浄水場の見学、横浜港でのクルージング、中華街での

夕食、日産自動車追浜工場での組み立て工程等の見学

など横浜を満喫しました。2 日間の訪問の最後に「横

浜市の水源地 道志情報館 水カフェどうし」を見学し、

道 志 村 と 横 浜

市 と の つ な が

りを様々な体

験を通して学

習することが

できました。

秋の遠足

　10 月 13 日、5 年生以外の学年が元気に遠足に行っ

てきました。1・2 年生は、多摩動物公園に行って来

ました。2 年生が 1 年生をリードし、たくさんの動物

を観察することができました。3・4 年生は県立科学

館に行き、プラネタリウムで星の学習をしたり、体験

学習ができる展示物を楽しんだりしました。最後にサ

イエンスショーを見学し、科学を満喫した一日でした。

６年生は、道志村にある山梨百名山の今倉山と 360°

展望が開けた赤岩に登ってきました。霧雨の中、寒さ

と道のぬかるみに悩まされましたが、６年生の底力を

見せ、秋の登山を楽しむことができました。

3・4 年生

1・2 年生 6 年生


